
 

 

 授業実践                                       

  (ｲ) 第３時                                         

（第３時）    《ＡＬの視点》  主：主体的な学び  対：対話的な学び  深：深い学び 

段

階 
学習活動 

形

態 

Ａ

Ｌ 
教師の支援と手立て 教材等 

導

入

５

分 

１ 前時の学習内容を確認する。 

 

２ 本時の学習内容を知る。 

 

 

 

斉  ○衣服に関する消費生活と環境との関係を再確

認した。 

○本時の内容を説明した。 

 

展

開 

40

分 

３ 持続可能な社会について再確

認する。 

 

４ 衣服の生産から廃棄までのラ

イフサイクルを確認し、それぞれ

の過程でどのような問題がある

かを考える。 

 （キーワード） 

 ・原料の生産 

 ・輸入 

 ・洗濯 

 ・リサイクル 

 

５ グループ協議の結果を発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

６ エシカル消費という視点から、

持続可能な衣生活のために、環境

や社会に配慮した消費行動が必

要なことを知る。 

 

 

７ 自分の消費生活を振り返り、持

続可能な社会を目指して、これか

らできることを考える。 

 

斉 

 

 

個 

Ｇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｇ

斉 

 

 

 

 

 

 

斉 

 

 

 

 

 

個 

主 

 

 

主 

対 

 

 

 

 

 

 

 

 

深 

 

 

 

 

 

 

 

深 

 

 

 

 

 

主 

○図を示し、持続可能な社会とはどのような社

会かを確認した。 

 

○衣服の生産から廃棄までの過程における問題

点を考えることで、持続可能な社会づくりの

視点につなげるようにした。 

 ・個人で思い付く内容を付箋に記入させた。 

 ・付箋の内容をグループでまとめ、どのよう

な問題があるかを理解させた。 

 

 

 

 

○出された意見を持続可能な社会と関連付けな

がら、まとめていった。 

 

 

 

 

 

 

○目の前のことだけではなく、地球規模で物事

を考えていく必要があることを理解させた。 

  

 

 

 

○一人一人の適切な意思決定と消費行動が、世

界の様々な問題の解決につながっていくこと

を伝え、自分にできることを考え、実際に行

動するように促した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界で起き

ている様々な

問題が、身近

な消費行動と

結び付いてお

り、環境や社

会に配慮した

消費行動が必

要であること

を理解してい

る。 

【知識・理解】

(ワークシート) 

 

自分の消費

生活を振り返

り、持続可能

な社会を目指

して、自分た

ちができるこ

とに関心をも

って、取り組

もうとしてい

る。 

【関心・意欲・態度】 

(ワークシート) 

課題 

衣服に関わる問題を様々な側面から考え、衣生活の在り方を見直し、持続可能な社会を目指して、環境負荷

を減らすためにどのようなことができるかを考えよう。 

※エシカル消費とは 

人と社会、地球環境のことを考慮して作られ

たものを購入あるいは消費すること 

出された意見のまとめと主な補足説明(吹き

出し)を図１にまとめています。 
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ま

と

め 

５

分 

８ 本時のまとめをする。 斉  ○持続可能な社会を目指して、環境負荷の少な

いライフスタイルを確立する必要があること

を伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 衣服のライフサイクルの過程における問題点(クラスの意見をまとめたもの) 

 

 

 

 

CO2の排出 石油→天然資源の大量使用 

いずれなくなる 農薬の使用 

ごみを燃やすときに CO2が多く出る 

環境汚染 労働者の賃金 

外国の安い場所 

使い捨て 

大切にしない 

ごみ問題 

化学繊維は自然にかえらない 

環境問題 ごみ問題 

コストがかかる 

流通にかかるコストが大きい 

生産者の 

健康被害 

安価な服 

地産地消 

土地がなくなる 

衣服のリサ

イクル率は

低い 

大量消費→大量

生産につながる 

 

文化的な側面 
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